


プロのデザインのHPを数十分で作る方法



Google
Stitch
と検索



WEBを選ぶ



プロンプトを
入れる



押して進める



何回もAIと対話しながら進める



クリックして1ページごとに
ダウンロード



Githubへ

https://github.com/

※まだアカウントのない人はこれを見て作成
https://tobutoptours.ai/web3/images/github-use.pdf 

無料で公開できる上に、
あなたの就活・転職のポートフォリオとして使えるので
Githubでの公開をお勧めしています。



Newで作成



Webの名前をつける

その後、
Create repository



Uploadのボタン



Htmlの直前の
ファイルを選び
ファイル名を
ローマ字に変更
例、top



ドロップする
Htmlと画像ファイルの
１つ上のファイルを
セットで動かします



複数ページの場合は
他のフォルダも名前を
ローマ字等に変える



同じように、
ドロップする



Commitする



Setting
を押す



Pages
を押す



Noneを
Mainに
帰る



Mainに
してから
Save



３分待って
リロード



完成

注意・URLは
https://muraimuneaki.github.io/urayamaweb/ ではなく
https://muraimuneaki.github.io/urayamaweb/top/code.html



https://muraimuneaki.github.io/urayamaweb/top/code.html

自分の作ったコードをよく見て
ドメイン後のURLを含めて利用
（生徒はこのURLを提出）



自信のある人は
ペンマークを押して

自分で
ファイル名や
コードを書き変えても良いよ

一般の方はこのペンマークの作業は不要
エンジニアとして、就活や副業などで
収入を得る人はコードでリンク先などを
調整したりします。



サイトのURLに、あなたの
GITHUBのアカウントが付いているので
あなたのポートフォリオになり、
就活・転職・副業につながります。

企業の方は、このままのURLで使っても良いし
自分が借りたサーバーに
コードごと移してもOKです。
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